
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どものころの田舎では、食べるものは、ほぼ身近で栽培ないし、作られている物でした。 

 米は、苗づくりから始まって、玄米が精米されて、食べられるようになるまで、主として母親の仕事で、

ちょっとだけ手伝うということはありました。 

 10年ほど前から、その米作りのかけらぐらいの体験を、後川の人たちにさせてもらうようになりました。

恵まれていたのは、後川の米作りが、農業用水ではなく、大野山などから湧き出す自然水の米作りだったこ

とです。 

 そんな米作りの田んぼで、田植えをさせてもらい、稲刈りをさせてもらい、そんな時は必ず、そこを流れ

る川（羽束川）で、泥んこになった足や腕を洗い、水あそびをさせてもらえることでした。 

 今年は、今までの、倉 憲治さんの田んぼではなく、澤村寛文さんの田んぼで、あそばせてもらうことにな

りました。 
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